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概要

　これからの時代に求められる若い世代への性や健康の教育（プレコンセプションケア）に役立つオンライン
サービスの実現を目指して、まずはじめに当事者である若者の声を聞くワークショップを実施しました。若者の
視点を取り入れ、より敷居を低く、使いやすく、を目指して既存システムを大幅に改修しました。サービス名称
も子育て支援を重視した「CHILWEL」から全世代のウェルビーイングをサポートするサービスであることを重
視した「ポケット保健室」へと変更しています。その後、若い世代を対象とした動画コンテンツの制作を行い、
WEB上にだれでも視聴できる形で公開しています。また、全てのコンテンツを独自に制作するより、他団体が
すでに公開している質の高いコンテンツを活用することが様々な面でメリットがあると判断し、打診したところ
快諾を得ることが出来ました。
　今後は全国的に取り組みの充実が図られている若者の健康支援（プレコンセプションケア）および、女性特有
の健康課題への支援（フェムケア）の一助として、本サービスを導入していただける自治体、企業への PRに力
を入れてまいります。
　貴助成金をいただけたことで、当事者の声を踏まえたシステム改修が叶い、より多くの人々のウェルビーイン
グの実現に寄与することが出来ます。心より御礼申し上げます。

背景および目的

図 1．プレコンセプションに必要な要素

　若年女性の痩せが骨量減少、低出生体重児出産のリスク等と関連があり、妊娠前からの望ましい食生活の実践
等、適切な健康管理が必要であること、卵子の老化などで女性には妊娠しやすい適齢期があること、月経のトラ
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ブルが将来に及ぼすリスク、その他、若い世代への性や健康の教育は、目の前の暮らしだけでなく自分が望む人
生（ライフデザイン）を描く力をあわせて育むことが行動変容を促すうえで重要と考えました。そこで次の３つ
の仕組みを実装したサービスの実現に取り組みました。
　
➀若い世代、特に高校生、大学生が性、生殖、健康、ライフデザインについて学ぶことが出来る仕
組みづくり
➁不安や疑問を抱いた時に専門家にチャット等で気軽に相談できる仕組み
③学校や行政が導入することで当事者の費用負担を極力少なくする仕組み

方法

　はじめに、当事者である若者の声を集めるために３回のワークショップを開催しました。

図 2．ワークショップ一覧

　タブーとされがちな性や心のことも、架空のお題を設けてグループで検討することで、様々な価値観や情報を
共有し学び合うことが出来ました。このような場をオンライン・オフライン両方で提供出来れば、多くの若者達
が利用したいと感じるサービスになるのではとの声が出ていました。
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図 4．第 1回目のワークショップまとめ

図 3．第 2回目のワークショップまとめ
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図 5．第 3回ワークショップまとめ

　
　ワークショップでの若者達の声を参考に、動画コンテンツを作成しました。作成にあたっては佐賀県のプレコ
ンセプションケア担当部署と連携し、佐賀県の多くの若者が視聴することを念頭において動画の内容を検討しま
した。
　
【作成したコンテンツのテーマ】
➀これから働き始める人に知ってほしい”セルフケア”
➁”内定”したあなたに働き方のプロが伝えたいこと
③思春期になったらパートナードクターを持とう 　ープレコンセプションケアー
④危ない！思春期のシンデレラ体重　やせ過ぎのリスクを産婦人科医が解説 　ープレコンセプションケアー　
　
　また、全てのコンテンツを独自に制作するより、他団体がすでに公開している質の高いコンテンツが数多く存
在していることに気付き、全てのコンテンツを自分達でゼロから制作するよりも、他団体のコンテンツを活用さ
せていただくことが様々な面でメリットがあると判断し、打診したところ快諾を得ることが出来ました。コンテ
ンツが充実したことで、現在、佐賀県が作成・配布するプレコンセプションケアの啓発冊子にて本サービス『ポ
ケット保健室』を紹介していただいています。
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図 6．佐賀県プレコンセプションケア啓発冊子

図 7．ポケット保健室が紹介されています

　
　また若者達にヒアリングし、既存システムをより使いやすい仕様へと改修しました。メニューを減らしてシン
プルに、チャット相談のツールを年代を問わずユーザーが多いＬＩＮＥへと切り替えました。またサービス名称
も子育て支援を意識した「ＣＨＩＬＷＥＬ」から幅広い世代が使いやすいよう「ポケット保健室」へと変更しブ
ランドカラーも一新しています。
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（完）

図 8．旧ロゴ

図 9．新ロゴ

結果および考察

　本助成を受けて若者達が使いたいと感じるオンラインサービスの実現を目指したことがきっかけとなり、佐賀
県が開催する『佐賀県プレコンセプションケア事業検討会』の委員に加えていただくなど、今後の活動展開の足
がかりをつくることが出来ました。
　
　最近の動向として、自治体も企業も「若い世代への健康教育（プレコンセプションケア）」そして「女性特有
の健康課題へのケア（フェムケア）」への意識が高まっています。本サービスはその両方に応えることが出来る
ものとして、導入していただける団体の獲得に努めるとともに、良質なコンテンツの制作などサービスの質の向
上を図ってまいります。
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